
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記（Ａ）～（Ｄ）を含有することを特徴とする毛髪化粧料。
（Ａ）分子量３５０万～７００万のポリアクリル酸ナトリウム
（Ｂ）固形またはペースト状油分
（Ｃ）液状油分
（Ｄ）アニオン性界面活性剤 非イオン性界面活性剤
【請求項２】
　

【請求項３】
　
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は毛髪への塗布時の伸び、なじみが良く、髪にまとまりを与え、不自然な艶がなく
、塗布後には、再整髪性に優れ、ドライヤー等の熱から毛髪を守る効果に優れた毛髪化粧
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及び

下記（Ａ）～（Ｄ）を含有することを特徴とする毛髪化粧料。
（Ａ）分子量３５０万～７００万のポリアクリル酸ナトリウム　０．００５～１質量％
（Ｂ）固形またはペースト状油分　０．１～４０質量％
（Ｃ）液状油分　１～２０質量％
（Ｄ）アニオン性界面活性剤及び非イオン性界面活性剤　１～５質量％

更に、（Ｅ）多価アルコールを含有する請求項１又は２に記載の毛髪化粧料。



料に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、整髪用の毛髪化粧料としてヘアージェル、ヘアークリーム、ヘアーフォーム、ヘア
ーローションなどが使用されている。これらの毛髪化粧料は一般に整髪成分として、シリ
コーン油、エステル油、炭化水素油などの油分や、被膜形成能を有する高分子化合物を可
溶化、分散または乳化して配合している。しかしながら、シリコーン油に代表される液状
油分では、艶の付与には優れるものの、毛髪に対するセット保持性（まとまり）が乏しく
、不十分であり、ロウ類に代表される固形またはペースト状の油剤はセット保持性（まと
まり）には優れるものの塗布時ののび、なじみが悪く塗布しづらいという欠点があった。
また、液状油分を毛髪化粧料中に多量に配合すると、てかてかした不自然な艶がでてしま
う傾向にあった。一方、皮膜形成能を有する高分子化合物は、セット保持性（まとまり）
に優れているが、ごわつきがあり、しなやかさに欠けるものであり外観上不自然な髪型に
なりやすく、また、一度形成された皮膜がくずれてしまうと再整髪が困難であるという欠
点があった。
【０００３】
近年、ヘアスタイルの流行の変化、多様化により自然な仕上がり求められている。自然な
仕上がりとは、外観上毛髪化粧料を使用していないかのように見えることであり、てかて
かした不自然な艶がないことが特に重視されている。また、近年素早く整髪を行うために
ドライヤーを使用する場合が多くなっている。ドライヤーの熱風は約６０℃程度あり、使
用方法、使用時間により８０℃程度まで毛髪が加温される場合がある。毛髪を加温し、連
用する場合髪内部のタンパク質が熱により変質し、枝毛、切れ毛、変色などのダメージが
現れる。このような熱によるダメージを防ぐ効果をもつ毛髪化粧料が望まれている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
したがって、本発明の目的は、毛髪への塗布時の伸び、なじみが良く、髪にまとまりを与
え、不自然な艶がなく、塗布後には、再整髪性に優れ、ドライヤー等の熱から毛髪を守る
効果に優れた毛髪化粧料を提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するための、本発明の請求項１は、
（Ａ）分子量３５０万～７００万のポリアクリル酸ナトリウム
（Ｂ）固形またはペースト状油分
（Ｃ）液状油分
（Ｄ）アニオン性界面活性剤または非イオン性界面活性剤を含有することを特徴とする毛
髪化粧料である。
【０００６】
また、本発明の請求項２は更に（Ｅ）多価アルコールを含有することを特徴とする請求項
１に記載の毛髪化粧料である。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の構成を詳述する。
【０００８】
本発明に使用する（Ａ）成分の分子量３５０万～７００万のポリアクリル酸ナトリウムは
アクリル酸ナトリウムを過硫酸アンモニウムなどの触媒を用いて重合することで得られる
。本発明においてはその分子量が３５０万～７００万の範囲にあることが必要であり、分
子量が３５０万未満であると、毛髪化粧料に配合しても、好適なのびを得ることができず
、また分子量が７００万を越えると、なじみが悪くなる。
【０００９】
本発明における（Ａ）分子量３５０万～７００万のポリアクリル酸ナトリウムの好ましい
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配合量としては、化粧料の組成物全量に対して０．００５～１．０質量％（以下、単に％
と略す）が好ましく、更に好ましくは０．０１～０．５％である。配合量が０．００５％
未満であると、塗布時ののびの面で劣る場合がある。また、配合量が１．０％を越えると
、なじみの面で劣る場合がある。
【００１０】
本発明に使用する（Ｂ）成分の固形またはペースト状の油分としては、一般に化粧料に用
いられるものの中から選択され特に限定はないが、例えば、硬化油、モクロウ、蜜ロウ、
カルナウバロウ、キャンデリラロウ、鯨ロウ、ラノリン、パラフィンロウ、マイクロクリ
スタリンワックス、オゾケライト、ワセリン、モノヒドロキシステアリン酸硬化ヒマシ油
、ステアリン酸（アルカリ塩は除く）、ミリスチン酸（アルカリ塩は除く）、シア脂、ト
リ（カプリル・カプリン・ミリスチン・ステアリン酸）グリセリド、セタノール，ステア
リルアルコール、ステアリン酸ブチル、乳酸セチル、ジペンタエリトリット脂肪酸エステ
ル、コレステロール、フィトステロール等が挙げられ、室温（２５℃）で固形又はペース
ト状の物を選択して用いる。ぺースト状の油分の方が再整髪性の面で固形油分より優れて
おり、この中でもワセリン、モノヒドロキシステアリン酸硬化ヒマシ油、トリ（カプリル
・カプリン・ミリスチン・ステアリン酸）グリセリド、ジペンタエリトリット脂肪酸エス
テルが最も好適に用いられる。
【００１１】
これらの固形またはペースト状の油分は１種又は２種以上を混合して用いることができ、
その好ましい配合量としては、０．１～４０．０％であり、１．０～２０．０％が特に好
ましい。配合量が０．１％未満では髪のまとまりや熱から髪を守る効果に不十分な場合が
、４０．０％を超えて配合すると毛髪化粧料のなじみに欠ける場合がある。
【００１２】
本発明における（Ｃ）成分の液状油分は、例えば、オリーブ油、ヤシ油、サフラワー油、
ヒマシ油、綿実油等の油脂類、流動パラフィン、スクワラン、揮発性イソパラフィン等の
炭化水素油類、オレイルアルコール、イソステアリルアルコール等のアルコール類、ジメ
チルポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン等のシリコーン油類、ミリスチン酸
イソプロピル等のエステル類などが挙げられ、それぞれ単独でまたは２種以上を混合して
使用することができ、その配合量としては、化粧料の組成物全量に対して０．５～２５．
０％が好ましく、更に好ましくは１．０～２０．０％である。上記液状油分の配合量が０
．５％未満であると、髪のまとまりや再整髪性が損なわれる場合がある。また、配合量が
２５．０％を越える場合、不自然な艶がでてしまう傾向にある。
【００１３】
本発明で用いられる（Ｄ）成分のアニオン性界面活性剤としては、脂肪酸石けん、アルキ
ル硫酸塩型界面活性剤、アルキルエーテル硫酸塩型界面活性剤、オレフィンスルホン酸塩
型界面活性剤、リン酸エステル型界面活性剤、アルキルエーテルカルボン酸塩型界面活性
剤、アミノ酸塩型界面活性剤（サルコシン塩型、β－アラニン塩型、グルタミン酸塩型、
アスパラギン酸塩型等）、スルホコハク酸塩型界面活性剤、タウリン型界面活性剤等が挙
げられる。また、非イオン性界面活性剤としては、例えばソルビタン脂肪酸エステル、グ
リセリン脂肪酸エステル、ポリグリセリン脂肪酸エステル、プロピレングリコール脂肪酸
エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビッ
ト脂肪酸エステル、ポリオキシエチレングリセリン脂肪酸エステル、ポリエチレングリコ
ール脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンフィト
ステロール、ポリオキシエチレンフィトスタノール、ポリオキシエチレンポリオキシプロ
ピレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシエ
チレンヒマシ油、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、ポリオキシエチレンラノリン、ポリ
オキシエチレンラノリンアルコール、ポリオキシエチレンミツロウ誘導体、ポリオキシエ
チレンアルキルアミン、ポリオキシエチレン脂肪酸アミド、ポリオキシエチレンアルキル
フェニルホルムアルデヒド縮合物単一鎖長ポリオキシエチレンアルキルエーテル、アルキ
ルグルコシド、ポリオキシアルキレンアルキルグルコシド等が挙げられ、これらのうち１
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種または２種以上が用いられる。また、アニオン性界面活性剤と非イオン性界面活性剤を
併用すると、塗布時ののびやなじみがより向上する。
【００１４】
本発明の（Ｄ）成分のアニオン性界面活性剤及び／または非イオン性界面活性剤の好まし
い配合量は、化粧料の組成物全量に対して０．１～１０．０％が好ましく、更に好ましく
は１．０～５．０％である。上記アニオン性界面活性剤及び／または非イオン性界面活性
剤の配合量が好適な範囲でないと塗布時ののびやなじみの面で劣る場合がある。
【００１５】
本発明において更に（Ｅ）多価アルコールを配合すると、毛髪化粧料の塗布時ののび、な
じみが向上する。
【００１６】
本発明における（Ｅ）成分の多価アルコールとしては、例えば、グリセリン、エチレング
リコール、ポリエチレングリコール（平均分子量が１０００以下）、プロピレングリコー
ル、１，３－ブチレングリコール、ジプロピレングリコール、ソルビトール、マンニトー
ル等が挙げられる。
【００１７】
尚、本発明における（Ｅ）成分の多価アルコールは、それぞれ単独でまたは２種以上を混
合して使用することができ、その配合量としては、化粧料の組成物全量に対して０．０５
～２０．０％が好ましく、更に好ましくは０．１～１０．０％である。上記多価アルコー
ルの配合量が０．０５％未満であると、塗布時ののび、なじみの向上が得られにくく、ま
た、配合量が２０．０％を越える場合、不自然な艶を生じる場合がある。
【００１８】
本発明において、発明の効果を損なわない範囲であれば、上記必須成分の他に、両性界面
活性剤、カチオン性界面活性剤、ガム質、高分子化合物、低級アルコール類、噴射剤、防
腐剤、キレート剤、酸化防止剤、ｐＨ調整剤、色素、香料等を配合することも可能である
。
【００１９】
本発明の毛髪化粧料は、ヘアージェル、ヘアークリーム、ヘアフォーム、ヘアリキッド、
ヘアスプレー等の各種剤型に応用でき、整髪料、ヘアートリートメント、ヘアリンスとし
て用いることが出来るが、整髪料として用いると最も効果を発現させやすい。
【００２０】
【実施例】
以下に実施例、比較例を挙げて本発明を説明する。本発明は、これらにより限定されるも
のではない。
【００２１】
実施例、比較例に示した官能試験の試験方法は下記の通りである。尚、以下の表に示す組
成物の配合量は、それぞれ％で示す。
【００２２】
（１）官能試験
２０名の被験者によって毛髪化粧料の試料を使用した。その後被験者本人が、毛髪化粧料
の塗布時ののび、なじみ、まとまり、艶、再整髪性について官能評価した。評価基準は、
以下の通りである。
【００２３】
◎：非常に良好　　良いと答えた被験者の数が１８人以上
○：良好　　　　　良いと答えた被験者の数が１２人以上、１８人未満
△：やや悪い　　　良いと答えた被験者の数が８人以上、１２人未満
×：悪い　　　　　良いと答えた被験者の数が８人未満
【００２４】
（２）毛髪損傷防止効果
パーマネントウェーブや染毛を行っていない日本人毛１．５ｇ（長さ１５ｃｍ）の毛束に
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毛髪化粧料の試料を０．５ｇ塗布し、ドライヤーで熱をかけながらブラッシングを１０分
間行った。その後毛束を洗浄し、これを１サイクルとする。１０サイクル後の枝毛発生量
を処理前と比較し評価した。
【００２５】
評価基準は、以下の通りである。
◎：枝毛の増加が認められない
○：枝毛の増加がほどんど認められない
△：枝毛の増加がやや認められる
×：枝毛の増加が多い
【００２６】
実施例１～１１、比較例１～４
表１に示した処方の毛髪化粧料を常法により作製し、前記各試験を実施した。その結果を
表１に併せて示す。
【００２７】
【表１】
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【００２８】
表１より明らかなように本発明の成分を用いた実施例の毛髪化粧料はいずれも優れた性能
を有していた。一方、必須成分のいずれかを欠いた比較例では、塗布時の伸び、なじみ、
髪のまとまり、艶のなさ、再整髪性、ドライヤー等の熱から毛髪を守る効果のいずれかの
面で劣っており、本発明の目的を達成できなかった。尚、比較例４では試料の調製が不可
能であった。
【００２９】
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【００３０】
上記組成の毛髪化粧料（ヘアクリーム）を常法により調製し、評価したところ、塗布時の
のび、なじみ、髪のまとまり、艶のなさ、再整髪性、ドライヤー等のんつから毛髪を守る
効果のいずれ面においても優れていた。
【００３１】
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【００３２】
上記組成の原液９５％に対し、液化石油ガス（０．４ＭＰａ、２５℃）を５％を噴射剤と
して耐圧容器に充填し毛髪化粧料（ヘアフォーム）を調製し、評価したところ、整髪保持
効果、塗布時ののび、艶の付与、再整髪性、保存安定性のいずれ面においても優れていた
。
【００３３】
尚、上記の実施例１２及び実施例１３において使用した香料の組成は表２に示す。
【００３４】
【表２】
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【００３５】
【発明の効果】
上記の如く、本発明は、毛髪への塗布時の伸び、なじみが良く、髪にまとまりを与え、不
自然な艶がなく、塗布後には、再整髪性に優れ、ドライヤー等の熱から毛髪を守る効果に
優れた毛髪化粧料を提供するものである。

10

20

30

40

(9) JP 3822118 B2 2006.9.13



フロントページの続き

(56)参考文献  特開平１１－００１４１５（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－０４５５４６（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－２８８０４１（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              A61K  8/00- 8/99
              A61Q  1/00-99/00

(10) JP 3822118 B2 2006.9.13


	bibliographic-data
	claims
	description
	overflow

